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「小児における腎・泌尿器疾患の解析」に関する研究 

腎臓・骨代謝研究グループ

研究の対象 1992年4月～2021年12月の間に当院小児科を受診され、腎・泌尿器に関
わる検査や診察を受けられた方 

研究目的・方法 【目的】 
　小児期に発症する病気は非常に多様ですが、その治療や経過に対して、
その患者さんの腎臓の機能は大きな影響を及ぼします。そして、様々な疾
患で見られる腎・泌尿器系の異常は、腎機能の障害や、腎・泌尿器疾患そ
のものを引き起こして、小児期の腎機能への影響するため、これらを把握
することは大変重要です。 
　また、小児期を通して腎臓や泌尿器は成長し、腎機能は成熟していきま
す。このため、小児では、発症時期や罹患期間などにより、腎・泌尿器疾
患は非常に多様な症状として現れてきます。故に、成人と比較すると、小
児では腎・泌尿器疾患の臨床像は未解明な点が多いのが現状です。 
　さらに、小児では、多彩な症候を呈する先天性の症候群や疾患がありま
すが、こうした疾患は希少疾患であることが多く、その腎・泌尿器疾患の
合併について、系統的に評価することが難しい場合が多いです。 
　こうした背景から、小児における腎・泌尿器疾患について、様々な成長
段階あるいは病気において、色々な角度からの解析を行うことは、大変意
義深いと考えられます。私たち大阪大学医学部小児科では、これまでの外
来・入院での診療を通じて、非常に多様かつ膨大な小児の患者様の症例の
蓄積があります。こうした患者様の腎・泌尿器疾患について解析すること
で、信頼性の高い有用なデータが得られることが期待されます。この研究
では、当科を受診された小児の患者様における腎・泌尿器疾患について、
その成長段階や病気の背景の視点から解析することで、小児の健康および
医療の向上に繋がる様々な知見を得ることを目的としています。 
【方法】 
　上述の対象患者様について、診療カルテから、疾患や検査に関わる情報
を後方視的に収集します。そのうえで、それぞれの解析の目的（例：各成
長段階での腎・泌尿器疾患の特性を調べる、病気毎に特徴的な腎・泌尿器
疾患の合併を把握する等）に応じて、データを解析していきます。研究期
間は、研究機関の長の許可日から、2032年3月31日までです。 



お問い合わせ先 
本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 
ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関
連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 
また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承い
ただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも患者さんに
不利益が生じることはありません。 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 
〒565-0871　大阪府吹田市山田丘2番2号 
電話番号：06-6879-3932 
大阪大学大学院医学系研究科　小児科学講座　藤原　誠 

研究責任者： 
大阪大学大学院医学系研究科　小児科学講座　窪田　拓生

研究に用いる試料・情報の 
種類

患者様の性別、年齢、疾患名、疾患の遺伝子型、合併症、家族歴、治療
歴、血液・尿検査データ、超音波・CT・MRI・造影検査などの画像検査デ
ータ等の情報を収集します。この研究のために追加で行う特殊な検査はあ
りません。また、血液や尿などの検体資料は用いません。 


